
令和８年度  食 育 指 導 全 体 計 画  武蔵野市立第三中学校 

       

生徒・地域の事態   学校教育目標   関連する法令等 

生徒は概ね落ち着いた学

校生活を送り、学習や部活動

に励んでいる。家庭・地域の

教育力も比較的高い。 

  ◎知性豊かな人になろう 

◎情味のある人になろう 

◎品の良い人になろう 

◎健康な人になろう 

◎骨身を惜しまず働く人になろう 

  ・教育基本法 

・学習指導要領 

・学校給食法 

・食育基本法 

・食育推進基本計画 

  

    

    

         

                     

                    

   健康教育目標    

   心身の健康について自ら考え、保持増進を図るため、健康管理・保健指導をする。    

                     

                    

食育の視点 

○食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。【食事の重要性】 

○心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。【心身の健康】

○正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。【食品を選択する能力】 

○食物を大事にし、食料の生産等にかかわる人々への感謝する心をもつ。【感謝の心】 

○食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。【社会性】 

○各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。【食文化】 

                     

                    

 目指す生徒像  

 ・自分の生活や将来の課題を見つけ、食事を規則正しくとるなど、望ましい生活習慣を形成する。 

・食文化や食品の生産、流通について理解を深め、食事を通して豊かな心と望ましい人間関係を構築できる。 

・食物の働きや栄養について理解し、献立・調理にも関心をもち、日常生活に生かしていくことができる。 

 

  

  

                     

                    

各学年の発達段階に応じた食に関する指導の重点 

《第１学年》 《第２学年》 《第３学年》 

【食事の重要性】 

・望ましい食習慣を身に付けるために、心

身の健康に果たす食事の役割を理解する。 

【心身の健康】 

・中学生期に必要な栄養や、食事の摂り方

を理解し、自己の食生活の課題を見つけ

改善する。 

【食文化】 

・武蔵野市の地域の産物や、それらを生か

した郷土料理の良さを理解する。 

・セカンドスクールで訪問した地域の食文

化や産物や郷土料理を理解する。 

【食品を選択する能力】 

・食に関する正しい知識を身に付け、より

健康的な食生活を送るために、自ら判断 

できる能力を身に付ける。 

【感謝の心】 

・「おいしく、楽しく、みんなで食べられ 

る」ことへの有り難さに気づき、食にか 

かわる様々な人々へ感謝する心をもつ。 

【社会性】 

・望ましい食事の仕方や、会食のマナーを 

身に付け、好ましい人間関係を築こうと 

する態度を身に付ける。 

【食事の重要性】 

・食に関する自己の課題を見つけ、生涯に 

わたる健康な食生活を身に付ける。 

【心身の健康】 

・自己の食生活を見直し、望ましい食習慣

を続けていこうとする意欲をもつ。 

【食文化】 

・武蔵野市や東京都などの地域で培われた

食文化や食に関する歴史等を理解し、尊

重する心をもつ。 

                     



                    

                     

                    

食事の時間 各    教    科 道  徳 特 別 活 動 総合的な学習の時間 

 正しい食事の在

り方を学校給食を

通して直接体験し、

望ましい食習慣を

身に付け、好まし

い人間関係を育て

る。 

・準備や片付けの 

工夫 

・衛生指導 

・ふさわしい環境 

・献立や食材につ 

 いての紹介 

・栄養のバランス 

・会食のマナー 

・会食の話題 

 食に関する指導の内容を、各教科の指導内容と

の関連や、給食を教材として活用しながら、食へ

の関心を深め正しい知識を習得させる。 

＜社会＞ 

・日本や世界における食料事情やその背景、産業

と生活の関係などを通し、社会の諸問題に関心

をもち、自らの生活を向上させる態度を育てる。 

＜理科＞ 

・環境問題に関心をもち、健康で安全な生活環境

の改善に必要な知識を身に付ける。 

・消化・吸収など人間の内臓諸器官の機能を知り、

よりよく生きることを科学的に究明する態度を

育てる。 

＜保健体育＞ 

・健康で安全に生きるために食事の重要性を知り、

バランスの良い食事をする習慣を育てる。 

・身体活動や年齢に応じた栄養の質や量に関する

知識を身に付け、望ましい食習慣を築く態度を

育てる。 

＜技術・家庭＞ 

・生活の中で食事の果たす役割を知るとともに、

中学生に必要な栄養素を摂取するための食品を

的確に選択し、効率よく調理する能力を育てる。 

 学校給食など様

々な食生活の場面

を通して、健康増進

や望ましい食習慣

の育成のための道

徳性を養う。 

 

「食べること」を

通しての心のふれ

あい、好ましい人間

関係や協調性など

の社会性や責任感、

勤労の尊さ、感謝の

念などの心情を育

む。 

 

 望ましい集団活動を通して、心

身の調和のとれた発達と個性の

伸長を図る。 

 集団の一員としての自覚を深

め、協力してよりよい生活を築

こうとする自主的、実践的な態

度を育てる。 

＜学級活動＞ 

・食に関連する題材を設定し、

学校給食との関連を図ったり

、養護教諭、学校栄養職員等

の専門性を生かしたりしなが

ら、望ましい食生活を送る実

践力を育てる。 

＜学校行事＞ 

・健康・安全、学校給食に関す

る意識や実践意欲を高める行

事、勤労生産や食文化に触れ

る行事などを通して、学校生

活の充実を図り、自己を生か

す能力を養う。 

＜生徒会活動＞ 

・保健・給食委員会等での食に

関する啓発活動等をとおし、学

校生活の充実と向上を目指した

生徒の自主的・創造的活動を引

き出すよう援助する。 

食に関する課

題を見つけ、自

ら学び、自ら考

え、主体的に判

断し、よりよく

問題を解決する

資質や能力を育

てる。 

 ものの考え方

を身に付け、問

題の解決や探求

活動に主体的、

創造的に取り組

む態度を育て、

自己の生き方を

考えることがで

きるようにす

る。 

給  食  指  導 （給食指導目標） 

 4月：給食のきまりを守り、協力して楽しい給食にしよう。 

（能率的な配膳、後始末を考えよう） 

 5月：食事にふさわしい環境づくりをしよう。 

 6月：衛生に気をつけて食事をしよう。 

（手洗いの励行、清潔な身支度等） 

 7月：夏の食生活と健康について考えよう。 

 8月：自分の食生活を振り返るよい機会にしよう。 

 9月：運動と栄養の関連について理解しよう。         

10月：食事と健康について考えよう。（バランスのとれた食事） 

11月：①感謝して食事をしよう。 

②給食活動を見直そう。 

12月：冬の食生活と健康について考えよう。 

 1月：食生活に関心をもとう。 

 2月：健康づくりを考え、食生活を見直そう。 

 3月：①好き嫌いをせず、楽しい雰囲気でおいしく食べよう。 

②食生活の反省をしよう。 

              

給食センターとの連携 

 

個 別 指 導 

 

家庭や地域との連携 

学校栄養職員からの情報提供 

・献立表    ・給食だより 

・食材について ・栄養について 

・郷土食    ・行事食 

・職場体験   ・調理部指導 

・新入生配膳指導 ・調理実習指導 

・センター訪問 

 偏食や過食、食物アレルギー、 

肥満、痩身傾向のある生徒への指導 

・給食指導   ・健康相談 

・教育相談   ・健康教室 

・各種たよりでの啓発 

 学校における食に関する指導につ

いて、指導内容を啓発するとともに、

家庭・地域の理解と協力を得ながら、

食育の推進を図る。 

・各種たより    ・各種調査 

・学校保健委員会  ・家庭訪問 

・研修会・講演会 

・個人面談     ・授業参観 

・地域主催行事への参加 ・献立表 

  

       

     

 


